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法
制
審
議
会
の
７
日
の
要
綱

答
申
で
ハ
ー
グ
条
約
の
加
盟
に

向
け
た
準
備
が
大
き
く
前
進
し

た
。
期
待
す
る
声
が
あ
る
一

方
、
子
を
日
本
に
連
れ
帰
っ
た

親
た
ち
に
は
懸
念
が
根
強
く
、

審
議
す
る
国
会
に
も
慎
重
な
意

見
が
あ
る
。
加
盟
は
実
現
す
る

の
か
。
▼
１
面
参
照

＝－

ハ
■
グ
条
約
加
盟
へ
一
歩

４
歳
と
２
歳
の
子
ど
も
を
米

国
に
残
し
、
埼
玉
県
で
暮
ら
す

釦
代
女
性
は
「
加
盟
へ
の
準
備

を
急
い
で
ほ
し
い
」
と
話
す
。

２
０
０
５
年
に
日
本
で
働
く

米
国
人
の
夫
と
結
婚
。
胡
年
末

「
裁
判
所
の
信
頼
得
る
」

｜
ろ
、
夫
か
ら
「
ビ
ザ
に
は
サ
イ
｜
マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
を
懸
念
す

に
家
族
で
夫
の
実
家
へ
「
里
帰

り
」
す
る
と
、
夫
が
「
日
本
に
は

帰
ら
な
い
」
と
言
い
出
し
た
。

米
国
で
生
活
す
る
た
め
、
移
民

ビ
ザ
の
手
続
き
を
し
よ
う
と
女

性
が
一
人
で
帰
国
し
た
と
こ

“

三
斗
ｒ
国
・
ｑ
ｊ
〆
帖
。
ｑ
Ｊ
ｄ
ｊ
ｎ
Ｉ
〃
弓
珂
Ⅱ
Ⅱ
Ｗ
甜
災
、
鮎
ｊ
ｆ
〃
も
、
グ
『
ノ
Ｊ
と
ｊ
〃
。
‐
・
も
ｑ
ｌ
１
‐
４

ン
し
な
い
。
子
ど
も
は
米
国
で

育
て
る
」
と
通
告
さ
れ
た
。

昨
秋
、
女
性
は
米
国
で
離
婚

訴
訟
を
起
こ
し
た
。
子
ど
も
た

ち
と
会
え
た
の
は
、
１
年
余
の

間
に
２
回
だ
け
。
夫
が
面
会
を

制
限
し
て
い
る
か
ら
だ
。

女
性
は
弁
護
士
か
ら
「
米
国

一
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

の
夫
の
性
的
暴
力
や
借
金
に
悩

み
、
数
年
前
に
現
地
か
ら
子
連

れ
で
帰
国
し
た
帥
代
女
性
は
、

「
外
交
強
い
国
が
有
利
」

‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ハ
ー
グ
条
約
へ
の
加
盟
に
つ

い
て
、
外
務
省
幹
部
は
「
対
外

公
約
」
と
位
置
づ
け
る
。

米
国
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

は
か
ね
て
、
日
本
人
の
親
が
子

ど
も
を
連
れ
去
る
事
例
が
多
発

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
日
本

政
府
に
対
し
、
早
期
の
条
約
加

盟
を
求
め
て
き
た
。

昨
年
ｎ
月
の
日
米
首
脳
会

談
。
野
田
佳
彦
首
相
が
オ
バ
マ

大
統
領
に
、
通
常
国
会
に
条
約

と
国
内
法
案
を
提
出
す
る
考
え

を
直
接
伝
え
た
。
今
年
１
月
上

旬
に
訪
日
し
た
米
国
務
省
の
キ

ャ
ン
ベ
ル
次
官
補
は
、
当
時
の

平
岡
秀
夫
法
相
に
「
法
制
化
の

作
業
は
我
だ
も
注
視
し
て
い

く
。
法
律
が
国
際
的
な
基
準
に

沿
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
求

の
裁
判
所
で
は
、
日
本
人
妻
は

子
連
れ
で
帰
国
し
た
ら
戻
ら
な

い
う
え
、
子
ど
も
を
夫
に
会
わ

せ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
」
と

言
わ
れ
た
と
い
う
。
「
条
約
に

加
盟
す
れ
ば
裁
判
所
に
も
信
頼

し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
」
・
そ
う
期
待
す
る
。

利とる
◎，0

対
外
公
約
果
た
せ
る
か

「
海
外
で
裁
判
に
な
る

外
交
で
強
い
国
の
親
が
有

簡
単
に
子
ど
も
を
返
し
て

勺
斗

も
ら
え
る
と
は
思
え
な
い
」
一

こ
う
し
た
親
た
ち
で
つ
く
る
一

六
－
グ
条
約
に
反
対
す
る
当

事
者
の
会
」
は
７
日
付
で
声
明

文
を
発
表
し
、
法
制
審
の
要
綱

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
「
子

ど
も
を
戻
さ
な
い
条
件
が
限
定

的
す
ぎ
る
」
と
、
会
の
事
務
局

を
担
当
す
る
大
貫
憲
介
弁
護

士
。
「
夫
が
妻
へ
暴
力
を
ふ
る

っ
て
い
て
も
、
子
ど
も
に
心
的

港
外
傷
を
与
え
る
く
ら
い
、
激

し
い
暴
力
の
場
合
し
か
拒
否
で

き
な
い
。
子
ど
も
に
隠
れ
て
妻

に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
い
る
夫
も

多
い
」
と
話
す
。
（
杉
原
里
美
）

め
る
」
と
念
を
押
し
た
。

海
外
か
ら
の
視
線
を
背
景

に
、
野
田
政
権
に
と
っ
て
「
今

国
会
に
提
出
す
る
条
約
の
中
で

最
優
先
課
題
」
（
外
務
省
幹

部
）
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
ハ
ー
グ
条
約
の
中
身

に
は
、
与
党
に
も
野
党
に
も
賛

否
両
論
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
衆

参
で
多
数
派
が
異
な
る
「
ね
じ

れ
国
会
」
で
国
内
法
を
成
立
さ

せ
る
た
め
協
力
が
不
可
欠
な
野

党
は
、
野
田
政
権
へ
の
対
決
色

を
強
め
て
い
る
。

消
費
増
税
や
、
そ
の
前
提
と

な
る
国
会
議
員
の
定
数
削
減
と

い
っ
た
重
要
課
題
も
数
多
く
抱

え
る
な
か
、
こ
の
通
常
国
会
で

の
条
約
承
認
、
国
内
法
成
立
の

見
通
し
は
不
透
明
だ
。
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:酉日本の裁判所
子を戻すか
審理し､決定

↓子

=蕊鰻に
※従わなければ
強制手段も

裁判所に引き離す権限要綱の概要

日
本
が
ハ
ー
グ
条
約
に
加
盟
し
た
後
に
、
外
国
か
ら

日
本
人
の
親
が
子
を
日
本
に
連
れ
帰
っ
た
ケ
ー
ス
が
対

象
。
子
を
元
の
居
住
国
に
戻
す
か
は
、
外
国
に
い
る
親

か
ら
の
申
し
立
て
を
受
け
て
宝
異
大
阪
の
家
裁
で
非

公
開
で
審
理
す
る
。
家
裁
の
決
定
に
不
服
が
あ
れ
ば
、

高
裁
、
最
高
裁
に
抗
告
で
き
る
。

子
が
一
方
の
親
に
よ
り
国
外
に
連
れ
出
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
、
家
裁
は
子
の
出
国
禁
止
命
令
を
出
せ

る
。
日
本
人
の
親
が
子
を
元
の
居
住
国
に
戻
す
決
定
に

従
わ
な
け
れ
ば
、
家
裁
は
金
銭
の
支
払
い
を
命
じ
、
財
産

の
差
し
押
さ
え
も
可
能
。
そ
れ
で
も
子
を
引
き
渡
さ
な

け
れ
ば
、
裁
判
所
の
執
行
官
が
強
制
的
に
引
き
離
す
。

条
約
が
規
定
す
る
「
子
を
元
の
居
住
国
に
戻
さ
な
く

て
よ
い
場
合
」
の
う
ち
、
「
子
が
心
身
に
害
を
受
け
る

重
大
な
危
険
が
あ
る
」
と
の
規
定
に
つ
い
て
、
要
綱
は

具
体
的
に
、
戻
さ
れ
た
国
で
子
本
人
が
暴
力
を
受
け
る

▽
一
緒
に
戻
っ
た
親
が
子
に
心
理
的
外
傷
を
与
え
る
よ

う
な
暴
力
を
受
け
る
▽
親
が
子
の
世
話
を
す
る
の
が
難

し
く
な
る
ｌ
場
合
を
明
記
．
親
の
暴
力
や
薬
物
中

雪
辱
、
ア
レ
コ
ー
レ
夜
学
置
琴
ど
を
温
這
〕
て
ハ
る
。


